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Ⅰ未来をはぐくむあたたかいまち

基本政策 Ⅰ－３安心の福祉・介護

基本目標

所管部長

【概要】 
　民生委員や関係機関等と連携し、福祉ニーズを抱えた区民を
支援するとともに、福祉サービスの質と地域福祉の向上を図
る。 

【関係課または区以外の主体が施策実現に果たす役割】 
（関係機関・事業者）質の高い福祉・介護サービスを提供す
る。地域における連携体制へ積極的に参加し、支援する。 

【主な取り組み】 
地域保健福祉計画の推進、民生・児童委員協議会、保健福祉オ
ンブズマン、社会福祉法人指導監査事務など 

②

福祉部長　 所管課長 生活支援課長　

関連所管

施策概要（「基本計画2025」） 施策のアウトカムイメージ

地域保健福祉計画の推進、民生・児童委員の活動促進によ
り福祉サービス提供体制が充実している。また、保健福祉
オンブズマン制度、社会福祉法人指導監査を通じ各種福祉
団体の福祉サービスの品質向上が図られており、地域福祉
が充実している。 

区分 指標名 単位
令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

施策指標

① 地域保健福祉計画の進捗状況
％ ―　 　 86.7

４月１日現在現員数（民生委員・児
童委員）

人 525.0

90.0 ―　 　 100.0

達成率(%) ―　 　 86.7 90.0 ―　 　 令和 7年度

520.0 516.0 537.0 ―　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　

③ 地区民生・児童委員協議会活動日数
日 66,264.0 53,509.0 59,733.0 59,733.0 ―　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　

④ 保健福祉オンブズマン苦情受付件数
件 82.0 127.0 103.0 100.0 ―　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　

⑤ 一般指導監査を実施した法人数
法人 13.0 9.0 13.0 15.0 ―　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　

特記事項

指標①令和元年度から上位計画に位置づけられたため、各個別計画で進捗管理を行うことになった。「地域でつながるいた
ばし保健福祉プラン2025」実施計画2021で位置づけられた重点取組（12取組）を対象として、達成度の評価を行った。 
指標③令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により減少していたが、令和３年度は、増加傾向。

年　度 単位 令和元年度 決算 令和 2年度 決算 令和 3年度 予算 令和 3年度 決算 令和 4年度 予算

フルコスト 千円 233,270 238,462 248,723 246,998 261,198

事業費 千円 162,498 167,127 176,920 167,137 188,747

特
定
財
源

国庫支出金 千円 0 0 0

特別区債 千円 0 0

0 0

都支出金 千円 79,999 84,782 90,739 83,023 97,833

0

受益者負担 千円 0 0 0 0 0

3,536 6,266 5 6,559

0 0

1

一般財源 千円 78,963 76,079 86,176 77,555 90,913

その他 千円

人件費合計 千円 70,772 71,335 71,803 79,861 72,451

経費 千円 0 0 0 0 0

フルコストの増減理由

「子どもの居場所づくり活動支援事業費」の補助の対象となる子ども食堂数の増 
「事務諸経費」の路上生活者対策事業の事務移管による増（板橋福祉事務所→生活支援課） 
「地域保健福祉計画策定経費」の「実施計画2025」策定による増 
特定財源（その他）は、「事務諸経費」行旅死亡人等の費用弁償にかかる歳入が、発生の有無が不明なため当初予算では非

施策評価表の見方
施策に関連性のあるSDGsの17のGOALを表記し
ています。

「基本計画2025」における位置づけを示しています。当該施
策が属する基本目標、基本政策を表記しています。

『施策のアウトカムイメージ』では、施
策が目標とする成果や効果の達成状
態を記載しています。

『施策概要』では、「基本計画2025」で
定めた施策の概要や主な取り組み、区
関係課又は区以外の各主体が施策実
現に果たす役割を記載しています。

施策の成果や効果の進捗状況を表す代表的な指標に
ついて、年度ごとに数値化し、目標に対する達成割合も
記載しています。

事業費は、財源別（国庫支出金、都支出金、特別区債、
受益者負担、その他、一般財源）に一般会計の決算額、
予算額を年度ごとに記載しています（単位：千円）。

人件費は、当該施策を遂行するために携わった正規職員や再任用職員
の人員に、それぞれの平均人件費単価を乗じて算出しています（単位：
千円）。※退職手当引当金・共済費を含む



【前回の評価結果への対応状況】

【一次評価】所管部長による評価

【外部評価】行政評価委員会による評価

【二次評価】区の最終評価

施策名 130400 地域福祉の充実

前回の評価内容
評価標語／改善の方向性

前回の評価結果への対応状況
対応状況

[成果の分析] １.施策目標に対する成果（実績値）の推移
評価 概ね順調

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する状況においても、感染症対策を徹底することにより、実績値を回復することが
できた。 
「地区民生・児童委員協議会活動日数」においては、「ひとり暮らしの高齢者」や「高齢者のみの世帯」を対象に、各世帯
を訪問し、新型コロナワクチン接種勧奨を実施した。

[成果の分析] ２.目標と成果にギャップがある場合の要因

[アウトカムの分析] 最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカムは妥当か
評価 妥当

概ね順調／工夫して継続

最終アウトカム【地域保健福祉計画の推進、民生・児童委員の活動促進による福祉サービス提供体制の充実、地域福祉の充
実】を実現するには、関係機関等と地域住民等の連携体制の強化が必要不可欠である。このように、中間アウトカム「地域
の安全性向上」「区民福祉の向上」「福祉団体の活動充実」は、地域福祉の充実に寄与するものであるため、中間アウトカ
ムとして妥当である。

[環境変化の分析] 環境変化への対応状況について（社会状況や区民ニーズに対応できたか）
評価 一部対応済

複雑・複合化し、多分野にまたがる課題に対応するため、行政だけではなく、地域において課題解決をする体制づくりを強
化するため、支え合い会議や「子ども食堂」等の活動支援など、関係機関、多様な活動主体のネットワークづくりに取り組
んできた。 

[今後の展開方針] 施策の抱える課題を踏まえ、最終アウトカムの実現に向けて、施策をどう展開していくか

　福祉の基本的な考え方である「互助」や「公助」の構築に向け、区として民生委員を支援しながら、対象者を適切なサービスに繋げる
仕組みづくりを目指していく方針であることは理解できた。
　一方で、さらに地域福祉を充実させるにあたっては、民生委員のなり手不足をはじめとする、様々な課題を解決していかなくてはなら
ない。従来からの進め方のままでよいのか、今一度再検討願いたい。
　検討にあたっては、民間団体を活用するなど、支援の手法を変化させたり、より一層きめ細かな支援体制を充実させるなど、考えうる
対策を様々なアプローチで実施されることが望まれる。

評価評語／改善の方向性 概ね順調／工夫して継続
　「地域福祉の充実」を実現するため、引き続き、地域保健福祉計画の考え方に基づき、地域の活動主体を支援しながら課
題解決を図っていくとともに、適切な成果指標や目標値の設定による進捗管理に努めていく。
　世帯の複合課題や制度の狭間の問題など諸所の課題に対し、相談体制の充実と地域の活動主体との連携による、包括的な
支援体制の構築を目指すこと。

世帯の複合課題、制度の狭間の問題等を克服するため、分野を超えた属性を問わない包括的な「相談体制」、だれもが社会
とのつながりや参加の機会を確保する「地域づくりに向けた支援」についての取組を進め、地域福祉の充実を実現するた
め、区、民生・児童委員、社会福祉協議会などの地域活動主体が連携し、包括的な支援体制の構築をめざす。

評価評語／改善の方向性

前年度の二次評価結果について、評価標語や改善の方向性、評
価内容を記載しています。

前年度の二次評価結果への対応状況について以下から選択し、そ
の理由を記載しています。
【対応状況】対応済、一部対応済、検討中、対応困難

『成果の分析』では、施策指標の目標値に対して成果（実績値）が上がっているかどうかを以下か
ら選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成、未達成

『成果の分析』において、施策指標の成果（実績値）が目標値を下回っている（上回っている）場
合の具体的な要因について記載しています。

『環境変化の分析』では、周辺環境（法改正・社会状況等）の変化への対応状況について、以
下から選択しその理由や具体的内容を記載しています。
【評価標語】対応済、一部対応済、検討中、対応困難

『アウトカムの分析』では、最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカ
ムは妥当かどうかを以下から選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】妥当、概ね妥当、見直し

『今後の展開方針』では、施策の抱える課題を踏まえ、施策が目指している成果（アウ
トカム）に向けた今後の展開方針を記載しています。

『外部評価』では、行政評価委員会による評価結果について、以下の「評価標語」及び
「改善の方向性」による評価と、委員会所見について記載しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成
【改善の方向性】工夫して継続、目標値・指標の見直し、事業手法の見直し、事業の
廃止

『二次評価』では、所管部長による「一次評価」や行政評価委員会による「外部評価」
を踏まえ、区の最終評価について、「評価標語」及び「改善の方向性」を組合わせて
評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成
【改善の方向性】工夫して継続、目標値・指標の見直し、事業手法の見直し、事業の
廃止


